
令和８年度
教育と福祉の連携事業Ⅰ

（行動障がい支援チーム育成事業）

大阪府立砂川厚生福祉センター



概要
大阪府立砂川厚生福祉センターいぶきでは、令和２年度から令和７年度にかけて、教育と福祉の連携事業（行動障がい）として、ポジティブ行
動支援の手法を活用し、府内支援学校を対象に支援コンサルテーションを実施してきました。支援検討会には、担任、学年担当、リーディングス
タッフを中心にご参加いただいています。
【スーパーバイザー】畿央大学 教育学部 教授 大久保賢一 氏
【実施状況】対象校 計12校
〇各校２～３名程度、年２回程度、ＳＶ訪問等による、支援手法の助言、教員の協力による支援実施の結果、計２０名以上の児童生徒の課題行
動（自傷、他害、もの壊し、授業エスケープ等）のほとんどの場合で、「課題行動が見られなくなった」「課題行動の頻度や程度が落ち着い
た」、との支援効果がみられました。
〇さらに、校内事例検討会、報告会、いぶき見学会を実施し、多くの教員のみなさまに、いぶきで行う行動障がい支援の手法をお伝えし、と
もに児童期の支援について考えてきました。

課題
令和２～７年度の事業実施において、以下のような課題が見られました。
・対象とした以外の児童、生徒に対して、支援手法を広げていくには、アセスメントや支援プラン立案に難しさがある。
・本事業に参加していない教員とはポジティブ行動支援に関する共通理解のしづらい場合もある。
・福祉サービス事業所との連携をもっと深めていく必要がある。また、特に高等部においては、卒業を見据えた福祉事業所への引き継ぎや連携
を意識した支援を検討していく必要がある。

令和８年度 教育と福祉の連携事業Ⅰ（行動障がい支援チーム育成事業）の実施にあたって

令和８年度事業のポイント
・コンサルテーション継続のニーズは高く、これまでの方法を踏襲したコンサルテーションを継続します。
・学校内での支援チームづくり（校内状況を踏まえ、リーディングスタッフ・コーディネーター・主席・指導教諭等を中心にチーム編成）に加え、
アセスメント、支援プラン作成等、支援プロセスを強化します（研修の一部オンデマンド化・ストラテジーシートの作成フォローの追加）。
・放課後等デイサービス等福祉事業所の積極参加について検討します。

以上を踏まえ、今回事業リニューアルを行います。

事業スケジュール等は次ページ参照。



時期 項目 S コ 支 学 事 内容

４月 ・校長会説明。コンサル校募集
（募集期間１ヶ月程度）

〇 〇 ・事務局、支援教育課にて、事業内容とコンサル校（2校）募集について、説明。
・事業概要、講義①「行動障がいの理解」（60分：砂川C作成）配信。
・募集開始。応募校は、校内の支援チームメンバー、候補ケース（２件程度）の記載が必須。
・５月下旬コンサル校決定。決定後、コンサル校はアセスメントシート（事例概要）の作成。
事務局の訪問日（5月下旬から６月）調整。

６月 ・各コンサル校訪問。
事業説明・コンサルテーション準備

〇 〇 ・事務局でコンサル校を訪問。事業概要を説明。
管理職、支援チームメンバー、担任と打合せ。対象２ケースを決定した上、聞き取り。
対象ケースについては、ターゲットとする課題を事務局と一緒に整理。アセスメントシートにつ
いて説明、助言。（各校コンサルテーション前にSVと共有）
・その他、記録用紙（課題整理シート・スキャッタープロット・MAS）等について説明。

７月
～
９月

・Web研修①（オンデマンド） 〇 〇 〇 ・講義②「ポジティブ行動支援」配信。（60分：R7実施分再放送）
講義③④「行動のアセスメント」「ストラテジーシート作成」（120分：SV作成）配信。
コンサル校は視聴したうえでストラテジーシート（案）の作成。

・事務局の事前フォロー 〇 〇 ・事務局でコンサル校訪問（あるいはWeb）ストラテジーシート（案）作成フォロー。

・各校コンサルテーション①（全日） 〇 〇 〇 〇 ＜当日イメージ＞SV、事務局、支援教育課が学校訪問。
①ケース面会
②支援チームメンバーと打合せ（行動のアセスメント・ストラテジーシートを元に助言）
③事例検討会～支援チームメンバー、管理職、教員、家族、関係機関参加。

８月 ・いぶき見学会
（講義・意見交換含む）

〇 〇 ◎ 〇 ・前半：砂川Cいぶきで実施する強度行動障がい支援の概要について説明。いぶきのプログラム棟
や生活棟を見学。

・後半：記録、チーム支援等について、校内支援の参考となる取組内容をいぶきより講義。
各校で感じる課題等について、意見交換。

10月
～

11月

・Web研修②（オンデマンド） 〇 〇 〇 ・講義⑤「支援の振り返り（PDCA）、記録に基づく支援評価・共有」（60分：SV新規）配信

・各校コンサルテーション②（半日） 〇 〇 〇 〇 ＜当日イメージ＞SV、事務局、支援教育課が学校訪問。
①ケース面会
②LS教員等と打合せ
③事例検討会～支援チームメンバー、管理職、教員、家族、関係機関参加。

１月 ・各校振り返り 〇 〇 〇 〇 ＜当日イメージ＞Web実施。
・実施状況等の確認及びフォロー、次年度以降の校内般化について検討。

２月 ・2校合同報告会 〇 〇 〇 ◎ 〇 ・取組み報告、事例検討、SVより講評、意見交換を実施。

※関係者（S‥SV コ‥コンサル校（コンサルテーション受け⼊れ校をコンサル校と表記）⽀‥⽀援教育課 事‥砂川厚⽣福祉センター・地域⽣活⽀援課 ◎全府⽴⽀援学校参加可能
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コンサル校：アセスメントシート（事例概要）
作成

コンサル校：課題⾏動記録（２週間程度）作成

いぶき：ストラテジーシート修正、課題整理シート作成
コンサル校：ストラテジーシート、課題整理シート追記

→⽀援展開。課題⾏動記録作成（２週間程度）

いぶき：課題整理シート作成
コンサル校：ストラテジーシート、課題整理シート追記

→⽀援展開。課題⾏動記録作成（２週間程度）

コンサル校：ストラテジーシート（案）作成


